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【緒言】ブロック共重合体のミクロ相分離構造を配向・配列する試みが近年盛んに行われている。

当研究グループは、ポリブチルメタクリレートと液晶性アゾベンゼンポリマーからなるブロック

共重合体(PBMA-b-P5Az10MA, Figure 1)の形成するミクロ相分離シリンダー構造が、液晶一定温度

下の偏光照射により面内一軸配向と再配向を繰り返す「ミクロ相分離の動的光配向」を報告して

いる 1)。本報告では、光再配向過程および配向緩和過程における速度の比較をおこない、動的光

配向を速度論的に考察した結果を述べる。 

【実験】分子量の異なる PBMA-b-P5Az10MA（Figure 1）膜および表層のみ PBMA-b-P5Az10MA で

被覆した P5Az10MAホモポリマー膜 2)を調製した。P5Az10MAのスメクチック A 相の温度下にて

直線偏光可視光を照射し、光一軸配向および再配

向を誘起した。この液晶相およびミクロ相分離構

造の光応答過程を斜入射 X 線散乱測定（GI-SAXS）

にてリアルタイム観察した。また、非偏光可視光

照射下、一軸配向からの配向緩和過程を同様に観

察した。 

【結果・考察】分子量の異なる PBMA-b-P5Az10MA

および P5Az10MA ホモポリマー膜について、吸収

スペクトルおよび GI-SAXS 測定から、液晶相およ

びシリンダー構造それぞれの面内一軸配向と再配

向を確認した。光配向過程のリアルタイム観察に

より配向過程を追跡した結果、再配向過程の速度

は分子量にほとんど依存せず、その速度は

P5Az10MA ホモポリマーの液晶相の光配向速度と

ほぼ同等であった（Figure 2）。また、非偏光可視

光による配向緩和過程の速度も同様に、ホモポリ

マーと同等な値であることがわかった。よって、

動的光配向は、液晶性アゾベンゼンブロック鎖の

光配向挙動に支配されていると考察できる。 
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